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徳島県立中央病院 がん診療支援センター長 柴田 泰伸  

 

この度、令和５年 4 月 1 日付で、がん診療支援センター長を拝命いたしました。 

ご存じのように、日本では高齢化に伴い、およそ二人に一人は「がん」になる時代といわれ

ています。このような状況の中、全国どこでも同じように質の高いがん医療が提供できる体制

が構築されるよう、平成 18 年度より、がん診療連携拠点病院の整備が制度化され、当院にお

きましては、「地域がん診療連携拠点病院」として指定を受けております。 

今後、更なるがん診療体制の充実・強化と療養生活の質の向上を目指しております。各診療

科やがん医療に関連する様々な部門と連携を図り、これまで以上に統合的なチーム医療を行う

ことで患者さんを支援したいと思います。 

 

本センターでは以下のことについて取り組みを行っております。 

１．緩和ケアの強化                                   

緩和ケアチーム、緩和ケア外来、がん看護外来に加え、緊急緩和ケア入院を含め総合した緩

和ケアセンターを設置しており、ジェネラルマネージャー（看護師）を中心に院内での苦痛の

スクリーニングを行い身体面の苦痛だけでなく、心理面、社会面、スピリチュアルな苦痛の緩

和に取り組んでおります。 
  
２．がん相談支援センターの充実 

がんに関するあらゆる相談の窓口としてがん相談支援センターを設置しております。診断や

治療の状況にかかわらず、どんなタイミングでも相談することができます。診断から治療、そ

の後の療養生活、さらには社会復帰と、生活全般にわたって疑問や不安を感じたとき、お気軽

に「がん相談支援センター」にご相談ください。医療ソーシャルワーカーやがん相談員（看護

師など）がお話を伺い、一緒に課題解決のお手伝いをさせていただきます。患者さんが安心し

て治療を受けられるよう支援に取り組んでまいります。 
  
３．がん地域連携パスの推進 

当院では、かかりつけ医と協力してがん診療を提供できるよう、がん地域連携診療計画（が

ん地域連携パス）を整備しております。昨年度は、がん治療連携計画策定料加算 183 件と、

非常に多くの医療機関の協力をいただきながらがん診療連携を行うことができました。今後は、

がん地域連携パスの対象疾患を更に拡大していきたいと思います。 
  
４．外来化学療法診療体制の充実 

令和４年度の外来化学療法の総件数は約 5600 件と 5 年前と比べると 1000 件以上の増加

しており、今後も件数の増加が予測されます。医師の他、がん治療認定薬剤師、がん化学療法

認定看護師など多職種が連携し、化学療法を安全に実施できるよう整備しております。 

 

地域がん診療連携拠点病院として、今後も質の高いがん医療を目指し、チーム力を集結して、

患者さんとともにがん診療に取り組んでいきます。今後とも皆様のご支援、ご協力お願いいた

します。 
 

 

第 247 号 

マ ン ス リ ー 

徳島県立中央病院 患者支援センター 

７７０－８５３９  徳島市蔵本町１丁目１０－３ 電話 ０８８（６３１）７１５１ 

FAX ０１２０（６３１）７１５ 
mail:  chiiki@tph.gr.jp 

 

 

県立中央病院便り 

  https://tph.pref.tokushima.lg.jp/central/ 

 ２０２３年５月 

がん診療支援センター長 就任挨拶  



 

 

認知症オンライン相談のご案内 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

当院のがん相談支援センターでは、がんに関する悩み事や不安について、専門の相談員が相談支

援を行っております。 

院内外問わず、地域の医療機関の皆様からのご相談もお受けしております。 

お気軽にご連絡ください。 

 
以下のようなご相談に対応しております。 

・がんの治療に関する一般的な情報が知りたい 

・緩和ケアについて知りたい 

・アピアランスケアを受けたい・知りたい 

・他のがん患者さんと話をしてみたい 

・がん治療をしながら、仕事を続けていけるか不安 など 

窓口：当院１階 総合案内 がん相談支援センター 

ＴＥＬ：088-631-7151（内線：5867） 

 

がん相談支援センターのご紹介 


